
職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

全専攻 

微分方程式 
(Differential Equation) 

2単位 

(36H) 

石川 哲 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

 微分方程式は、工学に現れる現象を記述する。そして、微分方程式の解を求めることにより、工学に現れる現象を予測することが可能になる。例え 

ば、常微分方程式により、力学的あるいは電気的な振動現象を記述し、その解を求めることにより、振動現象を予測することが可能になる。また、例え 

ば、偏微分方程式により、熱現象や波動現象を記述し、その解を求めることにより、熱現象や波動現象を予測することが可能になる。本授業では、常微 

分方程式や偏微分方程式などの微分方程式の解法を学習する。 

 
到達目標 

1. さまざまな工学の現象を常微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

2. 熱現象や波動現象などを熱方程式や波動方程式などの偏微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

 
授業計画 備考 

1 常微分方程式,偏微分方程式と工学  

2 変数分離形、同次形の常微分方程式  

3 1階線形常微分方程式、ベルヌーイ、リッカチ、クレーロー、ラグランジュの常微分方程式  

4 ２階定数係数線形常微分方程式、高階定数係数線形常微分方程式（斉次形）  

5 連立常微分方程式  

6 ２階線形常微分方程式(非斉次形)：未定係数法、演算子法  

7 ラプラス変換  

8 ラプラス変換の常微分方程式への応用  

9 常微分方程式の級数解法：ガウス, ルジャンドル、ベッセルの微分方程式  

10 常微分方程式の数値解法  

11 中間試験  

12 1階偏微分方程式  

13 フーリエ級数,フーリエ変換  

14 熱方程式  

15 波動方程式  

16 ラプラス方程式  

17 偏微分方程式の数値解法  

18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（60％）と期末試験（40％）を実施し 60 点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
教科書：自作パワーポイントレジュメ 

参考書：テクノロジーへの解析学（佐野茂、大野成義、東京図書） 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

全専攻 

複素解析 
(Complex Analysis) 

2単位 

(36H)  

百名 亮介 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次後期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

  微積分学は実数から実数への関数を扱い、工学に現れるさまざまな量を扱うために不可欠であった。 複素解析学では複素数から複素数への関 

数を扱う。実数の関数を複素数の関数として考えることにより、実数の関数の問題(例えば、定積分の計算)が容易に解決できる場合がある。これによ 

り、工学に現れるさまざまな量を容易に扱うことができるようになる。本授業では、複素関数の微分、積分などの計算や、複素解析の実関数の積分計 

算への応用などを学習する。 

 
到達目標 

1. 複素関数の微分、積分を求めることができる。 

2. 留数の定理を用いて、実関数の積分値iを計算することができる。 

 
授業計画 備考 

1 複素数と複素平面、  

2 整関数、一次分数関数とその性質  

3 複素関数の微分と正則関数  

4 コーシーリーマンの方程式  

5 三角関数、指数関数とその性質  

6 対数関数、べき関数とその性質  

7 複素関数の積分  

8 コーシーの積分定理、  

9 コーシーの積分公式  

10 演習  

11 中間試験  

12 正則関数のべき級数展開  

13 孤立特異点、ローラン展開  

14 留数と留数定理  

15 実数関数の積分計算への応用1  

16 実数関数の積分計算への応用2  

17 演習  

 18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（50％）と期末試験（50％）を実施し60点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
参考書： 複素関数キャンパスゼミ（馬場敬之、マセマ出版） 

      ドリルと演習シリーズ応用数学(日本数学教育学会高専・大学部会編集,電気書院) 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程       
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

FAシステム工学 
(Factory Automation System 

 Engineering) 

2単位 

(36H) 

      市川 修 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 生産性向上、品質管理などのために、生産設備の自動化が進められている。自動生産設備を設計、製作するためには、設備の構成要素で 

       あるセンサ、コントローラ、アクチュエータの働きや選定方法とともに、製品の移送方法、自動化のための製品設計などについても理解してお 

       く必要がある。 

【概要】 自動生産設備で用いられているセンサ、コントローラ、アクチュエータ等の機能と特徴、選定方法、使用法を学習する。さらに、生産設備の移 

       送方法と主要な工程、部品供給方法、位置決め方法、制御方法など、自動機の基本設計について学習する。 

【キーワード】 モータ、油・空気圧シリンダ、センサ、データ伝送、データ収集、データ処理、電子部品、アナログ回路、ディジタル回路、応用電子回 

            路、自動制御 

 
到達目標 

1. センサ、コントローラ、アクチュエータを選定し、メカトロニクス装置を設計することができる。 

2. 自動生産システムにおける移送技術について説明できる。 

3. 自動生産システムにおける組立技術について説明できる。 

4. 自動生産システムの構成と制御法を説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 FAシステムの概要  

2 メカトロニクス装置におけるセンサの種類と特徴  

3 メカトロニクス装置におけるコントローラの種類と特徴  

4 メカトロニクス装置におけるアクチュエータの種類と特徴(1)  

5 メカトロニクス装置におけるアクチュエータの種類と特徴(2)  

6 メカトロニクス装置の構成と制御法  

7 生産工程と自動化技術  

8 中間試験  

9 自動生産システムにおける移送技術(1)  

10 自動生産システムにおける移送技術(2)  

11 自動生産システムにおける部品供給技術  

12 自動生産システムにおけるハンドリング技術  

13 自動生産システムにおける組立技術  

14 自動化のための製品設計  

15 自動生産システムの安全性  

16 自動生産システムの導入事例  

17 期末試験  

18 期末試験   

 
評価方法 中間試験（40％）、期末試験（60％） 

教科書及び参考書 
教科書： 初心者必携！ 実務に役立つ自動機設計ＡＢＣ、熊谷英樹著、日刊工業新聞社、ISBN 9784526065729 

参考書：  

主な使用機器等  



その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程        
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

産業電力応用 
(Industrial Power Applications) 

2単位 

(36H) 山本 修、髙橋 宏冶、 

川田 吉弘、小坂 大吾、 

（外部講師） 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 工場における生産設備、電力系統、電気鉄道などの社会インフラシステムにおいて、多様な電力応用機器ならびに電力応用設備が使われて 

        いる。これらの機器や設備について幅広い見識をもつことにより、多様な視点で生産現場や電力設備の実際を理解することに寄与する。 

        本授業では、産業界における電力応用機器ならびに設備の構造・原理・使用法を覚えることにとどまらず、最近の応用事例説明できる力を身

に付けることを目的とする。 

【概要】 電気エネルギーは、主に光、熱、動力の形で利用される。本講義では、産業界における光、熱、動力の各々の代表的な応用技術を学習す

る。この中で近年の技術の進展が著しい電気自動車・電気鉄道については個別に焦点をあてて内部の技術を学習するとともに、次世代の産業

電力応用システムにおけるスマート化やサステナブル化に重要な役割を果たす制御システム技術、電力貯蔵を含む電気化学、電磁気計測

技術についても最新技術を講義する。各技術の背景や知識に加えて、業界で常識となっている実践技術についても積極的に紹介する。 

 
到達目標 

1．光、熱、動力の形で利用される電気エネルギーの代表的な機器・設備を理解するとともに、その物理像を含めて内容を説明できる。 

2．電気自動車、電気鉄道、電気化学、電磁気計測などの最新の電力応用技術の概要を説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 オリエンテーション 山本教授 

2 電気エネルギーの産業応用Ⅰ（光） 山本教授 

3 電気エネルギーの産業応用Ⅱ（熱） 髙橋教授 

4 電気エネルギーの産業応用Ⅲ（動力） 髙橋教授 

5 電気自動車・電気鉄道Ⅰ 山本教授 

6 電気自動車・電気鉄道Ⅱ 山本教授 

7 制御システムの産業応用Ⅰ 髙橋教授 

8 制御システムの産業応用Ⅱ 髙橋教授 

9 電気化学の産業応用Ⅰ 川田准教授 

10 電気化学の産業応用Ⅱ 川田准教授 

11 電気化学の産業応用Ⅲ 川田准教授 

12 電磁気計測の産業応用Ⅰ 小坂准教授 

13 電磁気計測の産業応用Ⅱ 小坂准教授 

14 電磁気計測の産業応用Ⅲ 小坂准教授 

15 電力応用の最先端Ⅰ 外部講師 

16 電力応用の最先端Ⅱ 外部講師 

17 レポート作成 山本教授 

18 レポート作成 山本教授 

評価方法 レポートによって評価する 

教科書及び参考書 自作テキスト 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ 

その他 
前提として電気機器学Ⅰ・Ⅱ、パワーエレクトロニクス工学Ⅰの受講を通じて、代表的なエネルギー変換機器の原理を

習得している必要がある。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程         
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

新エネルギー工学 
（New Energy Engineering） 

2単位 

（36H） 

      清水 洋隆 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目 的】 今後の電気エネルギー設備には、二次電池等の蓄電設備、太陽光発電、燃料電池および風力発電などの発電設備が設置されるもの 

         と考えられる。それを利用するものにとって、そのような設備の最低限の知識を身につけておくことは重要である。本科目では、二次電池、

電気化学キャパシタ等の電力貯蔵技術および太陽電池、燃料電池、風力を利用した発電技術について説明でき、必要となる技術計算がで

きること、また、それらを利用した電力貯蔵技術および直流給配電技術ついて説明できることを目的とする。 

【概 要】 電力負荷平準化、非常用電源および自然エネルギー発電併設の目的で、電力貯蔵システムおよび発電システムが導入される。それらに 

         用いられる、二次電池、電気化学キャパシタ、太陽電池、燃料電池、風力発電等について、その原理、構造、特徴、用途および開発事例に 

         ついて学習する。それらを利用した電力貯蔵技術および直流給配電技術について学習する。 

 
到達目標 

1, 電池の基礎について説明でき、必要な技術計算ができる。 

2, 二次電池について説明でき、必要な技術計算ができる。 

3, 燃料電池の原理、構造、評価方法について説明でき、必要な技術計算ができる。 

4, 電気化学キャパシタについて説明でき、必要な技術計算ができる。 

5. 太陽光発電について説明でき、必要な技術計算および基本的な発電特性評価ができる。 

6. 風力発電について説明でき、必要な技術計算ができる。 

7. 電力貯蔵技術について説明でき、必要な技術計算ができる。 

8．直流給配電技術について説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 電池の基礎1（種類、発電原理、分極と過電圧）  

2 電池の基礎2（基本構成、性能）  

3 二次電池1（種類と特徴、鉛蓄電池）  

4 二次電池2（ニッケルカドミウム蓄電池、ニッケル水素蓄電池、リチウムイオン蓄電池）  

5 二次電池3（充電回路の種類と特徴）  

6 二次電池4（充電回路の設計、製作、評価）  

7 燃料電池1（発電原理、基本構成、特徴、アルカリ形燃料電池、固体高分子形燃料電池）  

8 燃料電池2（リン酸形燃料電池、溶融炭酸塩形燃料電池、個体酸化物形燃料電池、直接メタノール形燃料電池）  

9 電気化学キャパシタ1（電気二重層キャパシタの原理、構造、特性）  

10 電気化学キャパシタ2（電気二重層キャパシタの製作、評価）  

11 太陽光発電1（発電原理、特性、種類、太陽光発電システムの構成）  

12 太陽光発電2（発電特性試験）  

13 風力発電1（風況、特性、種類、風力発電システムの構成）  

14 風力発電2（発電特性試験）  

15 電力貯蔵技術  

16 直流給配電技術  

17 定期試験  

18 まとめ  

 



評価方法 
授業への出席状況および取組姿勢、定期試験の結果、レポートの内容を総合的に判断して成績を評価する。 

定期試験（60％）、レポート（40％） 

教科書及び参考書 

教科書： 絵とき電池基礎のきそ（清水：日刊工業新聞社：ISBN978-4-526-06563-0） 

参考書： 電子移動の化学－電気化学入門－（渡辺、他：朝倉書店：ISBN4-254-14593-4） 

 基礎からわかる電気化学（泉、他：森北出版：ISBN978-4-627-24541-9） 

主な使用機器等 電気化学基礎実験装置、太陽電池発電実験装置、燃料電池評価装置、風力発電実験装置 

その他 
受講要件：電池の種類とその概要についての基本的知識を有していること。 

安全上の注意事項：実験の際、薬品、バッテリー等の取扱いに注意すること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程       
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

電気通信システム工学 
（Telecommunication System  

Engineering） 

2単位 

(36H) 

      菊池 拓男 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

 インターネット、LAN、携帯電話等の情報ネットワークのインフラストララクチャ（基盤）である電気通信システム（情報配線システム）の仕組みを学習 

し、その設計法、運用法など電気通信システムを理解するための基本的な事項を習得することを目的とする。 

 
到達目標 

1, 電気通信の概要を説明できる。 

2, 信号の表現方法を説明できる。 

3, 伝送方式・通信方式を説明できる。 

4, 電気通信システムの設計ができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス  

2 電気通信システム（情報配線システム）概要  

3 電気通信の概要  

4 信号の表現1  

5 信号の表現2  

6 信号の表現3  

7 振幅/周波数/位相変調  

8 伝送方式  

9 中間試験  

10 電気通信システム（情報配線システム）の設計・施工、運用・保守１  

11 電気通信システム（情報配線システム）の設計・施工、運用・保守２  

12 電気通信システム（情報配線システム）の設計・施工、運用・保守３  

13 測定技術1  

14 測定技術2  

15 電気通信システム（情報配線システム）の設計１  

16 電気通信システム（情報配線システム）の設計2  

17 電気通信システム（情報配線システム）の運用  

18 期末試験   

 

評価方法 演習（10％）、小テスト（10％）、期末試験（80％） 

教科書及び参考書 
教科書：自作テキスト 

参考書：JIS X 5152  

主な使用機器等 ノートパソコンと接続可能なプロジェクタ、スクリーン 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程         
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 

担当者 

 

電気専攻 

電気先端技術 
(Advanced Technology of  

Electrical Engineering) 

1単位 

(18H) 髙橋 宏治 

山本   修 

清水 洋隆 

柿下 和彦 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
1～4年次Ⅰ期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 電気を応用した分野は常に進歩を続けており、時代遅れにならないためには、その先端技術の現状を把握することが不可欠である。電気応 

       用において主要なパワーエレクトロニクス、エネルギー、電気電子物理、システム制御の各分野において、現在注目されている先端技術のト 

       ピックスについて動画等を交えて解説し、最新知識の修得を目的とする。また、それにより、電気専攻の専門科目の内容が、どのような応用 

       に結びついているのかの理解につなげる。 

【概要】 各回では、まず、トピックスに関する解説を聴講し、先端技術の内容を学ぶ。つぎに、質疑応答により、不明な点を解消する。その後、当日の 

       内容に関する設問や課題に関して自分の意見をまとめたりディスカッションなどを行う。最終回終了後に、各回で学んだトピッ クスに関連して 

       設定された課題に対して、自ら調査・研究を行い、報告を作成する。 

 
到達目標 

1. パワーエレクトロニクス、エネルギー、電気電子物理、システム制御の各分野における先端技術のトピックスの概要が説明できる。 

2. 電気専攻の専門科目の内容が、 どのような応用に結びついているかが説明できる。 

3. 電気応用技術の将来の発展について、自分の考えが表明できる。 

 
授業計画 備考 

1 電気先端技術の概要 髙橋 

2 

エネルギー（1） 「エネルギーを発生する先端技術」 

＊再生可能エネルギー(太陽光発電、風力発電など）／メガソーラー、ウィンドファーム 

＊燃料電池／コジェネレーションシステム 

清水 

3 

パワーエレクトロニクス（1） 「アクチュエーションの先端技術」 

＊磁気浮上リニアモーターカー（超電導中央新幹線、吸引浮上リニモなど）  

＊電気自動車（EV）／ハイブリッド自動車（PHV、HV） 

山本 

4 

電気電子物理（１）「分析機器計測の先端技術」 

＊電子・電気材料 

＊原子・分子・構造を分析する 

柿下 

5 

システム制御（１） 「自動化システムの先端技術」 

＊最先端ロボットとそこに到るまで 

＊からくり半蔵とワットの技術が起源 

髙橋 

6 

エネルギー（2） 「エネルギーを使う先端技術」 

＊エネルギーマネジメントシステム（家庭、ビル、工場）／スマートストアシステム 

＊スマートグリッド（次世代電力供給システム） 

清水 

7 

パワーエレクトロニクス（2） 「省エネルギー電力変換の先端技術」 

＊新幹線電車駆動システム 

＊電力連系周波数変換所／高圧直流送電設備 

山本 

8 

電気電子物理（2） 「エコマテリアルの先端技術」 

＊エコマテリアルとは 

＊これからの材料設計 

柿下 

9 

システム制御（2） 「社会生活を支援する制御の先端技術」 

＊自律型モビリティシステム（自動運転、自動走行技術など） 

＊スマートファクトリーオートメーション（第４次産業革命、IoT、ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄロボットシステム） 

髙橋 



 

評価方法 講義各回の課題等 50%、 調査・研究報告 50% 

教科書及び参考書 各トピックスに応じて、学会誌の解説記事等の抜粋を使用する。 

主な使用機器等 パソコン、 プロジェクタ 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程          
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

環境計測基礎 
（Basic Environmental  

measurement） 

1単位 

(18H) 

川田 吉弘 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
1～4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 環境汚染につながる物質、物理量を学び、それらを測定するための機器の原理を習得する。 

【概要】 製造工程および製造した機器における、環境に対する影響を把握する必要性は年々増している。本授業では、環境計測の基礎を学び、ま 

       た、主だった機器については実際の計測を通して、動作原理のほか、特性や測定時間、試料の取り扱いの手間などを理解する。 

 
到達目標 

 環境対策を考える上で必要なカタログや仕様書、論文に書かれている測定原理、方法などの文章を読んで理解できる。 

 測定器からのデータ取り込み、グラフ作成を習得し、説明するための資料の作り方を理解する。 

 
授業計画 備考 

1 オリエンテーション   

2 大気汚染、水質汚濁、土壌汚染の対策と計測器   

3 自動車や船舶における環境規制に対する計測法  

4 電磁波、電磁環境における対策と計測、放射線計測  

5 実習予定機器の特徴と動作原理  

6 微量ガス成分の計測、実習  

7 ガス成分、水質の計測、実習  

8 水質の計測、実習  

9 実習レポートのまとめ、提出  

 

評価方法 小テスト（30%）、レポート（70%） 

教科書及び参考書  

主な使用機器等   

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス 

課程名： 総合課程 
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

電気工作解析 
（Electric Craft Analysis） 

1単位 

（18H） 
吉水 健剛 

北  尊仁 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
1～4年次Ⅱ期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

 電気工作物の各種施工方法についての特徴を理解する。電気設備の施工課題（ケーブル工事、金属管工事、合成樹脂管工事 等）に関する工具の

使い方、施工の基本を、実際の作業を通して各自で自己分析をして、より効率的な施工方法や作業手順について検討を行い、効率よく対応できる基 

本技能を習得する。 

 
到達目標 

1, 絶縁電線を接続するにあたり、作業方法や作業手順の効率化が説明できる。 

2, ケーブル工事を施工するにあたり、作業方法や作業手順の効率化が説明できる。 

3, 金属管工事を施工するにあたり、作業方法や作業手順の効率化が説明できる。 

4, 合成樹脂管工事を施工するにあたり、作業方法や作業手順の効率化が説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 概要説明、電気工作物の各種施工方法について、各種工具について  

2 絶縁電線の接続方法（直線接続、終端接続）  

3 ケーブル工事の施工方法、切断、直線・曲り配線加工  

4 ケーブル工事施工演習における自己分析と対応  

5 金属管工事の施工方法、切断、Ｓ曲げ加工  

6 金属管工事の施工演習における自己分析と対応  

7 合成樹脂管工事の施工方法、切断、差込み、Ｓ曲げ加工  

8 合成樹脂管工事の施工演習における自己分析と対応  

9 まとめ  

 

評価方法 演習課題を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：自作テキスト 

主な使用機器等 パソコン，プロジェクタ、各種工具、材料 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程      
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

技術英語 
（Engineering English） 

 2単位 

（36H） 
山本 修 

田中 晃 

清水 洋隆 

柿下 和彦  

吉水 健剛 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 産業のグローバル化に伴い、英語による情報収集や発信の重要性が高まり、専門知識を有する大学生にとって、技術英語の文章読解・ 

     作成能力ならびに英語でのプレゼンテーションスキルは必要となってきる。 

       本講義では、電気分野における英語の論文・マニュアル・専門書等を読む力、英語論文や英語要旨を書ける力、英語でプレゼンテーション 

       ができる力を身に付ける。 

【概要】 一般教育科目の英語教育の知識を前提とし、電気分野において必要となる専門的な技術英語を学習する。 

【キーワード】 技術英語、文献検索、 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

1, 電気系に関連する技術英語を読解および和訳ができる。 

2, 電気分野の英語論文・資料を読解できる。  

3, 技術英語の文章がわかりやすく、正しく，簡潔に書ける。  

4, 英語でプレゼンテーションができる。  

 
授業計画 備考 

1 技術英語の基礎  

2 電気分野における技術英語の専門用語  

3 電気分野における技術英語の表現方法  

4 電気分野における英語書籍の講読（1）  

5 電気分野における英語書籍の講読（2）  

6 電気分野における英語書籍の講読（3）  

7 電気分野における英語論文・資料の検索方法  

8 電気分野における英語の文献講読（1）  

9 電気分野における英語の文献講読（2）  

10 電気分野における英語の文献講読（3）  

11 電気分野における英語の文献講読（4）  

12 電気分野における英語の文献講読（5）  

13 電気分野における英語の文献講読（6）  

14 電気分野における英語のマニュアル・資料等の講読（1）  

15 電気分野における英語のマニュアル・資料等の講読（2）  

16 技術英語プレゼンテーション技法（1）  

17 技術英語プレゼンテーション技法（2）  

18 技術英語プレゼンテーション技法（3）  

 

評価方法 演習（70％）、プレゼンテーション（30％）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書： 電気分野における英語の書籍・文献・マニュアル 



参考書：  

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、スクリーン 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程         
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

パワーエレクトロニクス実習 
（Practice of Power 

Electronics） 

2単位 

（108H）     平原  英明  

田中 晃 

五十嵐 智彦 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

 電力用半導体素子を用いてＤＣ－ＤＣ変換、ＤＣ－ＡＣ変換、ＡＣ－ＤＣ変換、ＡＣ－ＡＣ変換を行う回路の中で、代表的な基本回路を学習する。 

 「教科書に書いてある説明」を正しく理解することを中核におくが、その前提となる背景や知識や、業界で常識となっている技術の捉え方を積極的に 

紹介する。単なる知識ではなく、使える知識（例えば一つの半導体素子を入手したら、それを使って自分で一つの電力変換回路を作れてしまうような

知識）を習得することを目的とする。 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 電力用半導体スイッチを用いた各種の電力変換回路を安全に運転できる。 

2. 教科書の理論に基づいて実体験を以て説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス（シラバスの提示と安全作業法） 全教員18回担当 

2 アナログ・ディジタル電子制御回路  

3 アナログ・ディジタル電子制御回路実習Ⅰ  

4 アナログ・ディジタル電子制御回路実習Ⅱ  

5 直流電力変換回路  

6 交流電力変換回路  

7 ダイオード整流回路のシミュレーション  

8 ダイオード整流回路のシミュレーションの実験  

9 チョッパ回路の電流フィードバック制御系のシミュレーション  

10 チョッパ回路の電流フィードバック制御系の設計・製作・試験  

11 単相インバータの回路のパルス幅制御系のシミュレーション  

12 単相インバータの回路のパルス幅制御系の設計・製作・試験  

13 代表的な応用回路の実機運転デモ  

14 三相インバータ回路を用いた誘導電動機のＶ/Ｆ制御のシミュレーション  

15 サーボモータの位置・速度制御系のシミュレーション  

16 総合発表会（1）  

17 総合発表会（2）  

18 総合発表会（3）  

 

評価方法 
全ての授業に出席し、各項目で指示された課題（レポート、作品等）を提出すること。実習日の欠席は（遅刻や早退を含

んで）認めない。レポートならびに作品等の出来栄え（70%）、発表（30%）。ここに実習態度を加減することがある。 

教科書及び参考書 教科書： パワーエレクトロニクス実験指導書（講師作成テキスト） 

主な使用機器等 
パワーエレクトロニクス実習装置（インバータ主回路等）、ブレッドボード、各種半導体デバイス（IGBT、パワーMOSFET）、

各種電子部品（抵抗、コンデンサ等）、波形測定器、パソコン、プロジェクタ、関数電卓 

その他 
平原助教准教授担当：第1回～第18回（全18回）、田中晃教授担当：第10回～第18回（全9回）平原助教担当：第1回

～第9回（全9回） 

 



 職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程        
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

卒業研究 
（Graduation Research） 

 10単位 

（540H） 
教員14名 

（内容欄参照） 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次通年 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 3年次までに学んだ知識・技術等をベースとして、専門的な学問領域について、各指導教員の下で研究活動を行う。 

【概要】 個別に与えられた研究課題に対して、計画立案、実行、評価、考察を行い、卒業論文としてまとめ、発表会で口頭発表ができるようになる。 

【キーワード】 プレゼンテーション、ディスカッション、研究論文の作成 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

 個別に与えられた研究課題に対して、計画立案、実行、評価、考察を行い、卒業論文としてまとめ、発表会で口頭発表ができるようになる。 

 
授業計画 備考 

1 研究テーマの決定と研究計画の作成  

2 

（教員毎の研究テーマ） 

「大地の電磁的特性の解明及びその応用」 

「ベクトル制御交流電動機の高効率制御法」 

「太陽光発電システムが導入された配電系統における電圧制御」 

「雷インパルス試験による接地インピーダンスの測定法」 

「エコマテリアル（環境材料）のセンサへの応用」 

「品質管理・生産管理」 

「住宅基礎コンクリートの電気的特性の実験的検討」 

「電磁気を応用した金属の非破壊評価」 

「製造業のサイバーフィジカルシステムにおける制御技術の研究」 

「シンクロナスリラクタンスモータのセンサレスベクトル制御」 

「コロナ放電を用いた浮遊粒子、特定物質低減」 

「化学・電気エネルギーの相互変換を目指した分子触媒の開発研究」 

「サイバーフィジカルシステムにおける工場のモデル化と位置計測情報適用への補正」 

（研究指導） 

領木 邦浩 教授 

山本 修 教授 

清水 洋隆 教授 

田中 晃 教授 

柿下 和彦 教授 

和田 雅宏 教授 

吉水 健剛 教授 

小坂 大吾 准教授 

佐藤 崇志 准教授 

平原 英明 准教授 

川田 吉弘 准教授 

宮里 裕二 准教授 

小林 孝行 特任助教 

 

3 研究テーマに関する文献調査  

4 研究テーマに関する実験計画  

5 研究テーマに関する実験装置等の設計・製作  

6 卒業研究中間発表会  

7 研究テーマに関する実験  

8 研究テーマに関する実験データの整理・解析  

9 卒業研究発表会要旨の作成  

10 卒業研究論文の執筆  

11 卒業研究発表会のプレゼンテーションの資料作成と発表準備  

12 卒業研究発表会  

 

評価方法 
卒業研究への取組み姿勢（30％）、中間発表（10％）と研究発表（10％）及び卒業研究論文（50％）により、成績を総合

的に評価する。 



教科書及び参考書 卒業研究テーマにより、各教員が専門書及び参考文献などを指示する。 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、卒業研究を実施する上で使用な機器（計測機器、実験機器、各種工作機械 等） 

その他 教員毎の研究テーマに従い、各教員が上記授業計画の内容を実施すること 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程          
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

安全衛生管理 
(Safe Hygiene Management) 

 2単位 

(36H) 
蓮實 雄大 

中村 瑞穂 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】（上位目標） 電気専攻の学生として、安全衛生に関する知識を身に付けて、安全に実験・実習をできるとともに、将来、技術者として、ある 

                 いは職業訓練指導員として、必要な安全衛生管理をできる必要がある。知識不足による労働安全衛生上の問題を起こさないため 

            にも、本授業により、安全衛生に関する高い意識をもてるようになっていただきたい。 

【概 要】 機械設備の安全対策、作業者の安全対策、セーフティ・アセスメント、その他安全に関する規約と認証等について学習する。授業は講義形 

      式で、適宜、確認テストを行い、最後に期末試験を実施する。 

【キーワード】 安全衛生関係法規，災害防止，安全衛生作業，作業環境 

【授業の目標】 安全管理の意義を明確に説明できるようになる。企業や工場管理などにおいて、必要な安全対策や改善策、安全のための評価をでき 

             るようになる。加えて、安全に関する規格や認証について、説明できるようになる。 

 
到達目標 

1. 労働基準法の概要について事業者、労働者の定義や労働契約、賃金、解雇など制約と労働安全衛生からみた労働時間と労働環境について説明 

  ができる。配布した資料等を見ながら説明ができる。 

2. 国際安全規格体系とその特徴について安全の定義、規格の階層化、リスクアセスメント等の国際安全規格の仕組みについて説明ができる。授業で 

   配布した資料を見ながら説明ができる。 

 
授業計画 備考 
1 ①安全管理の意義と目標  
2 ②③企業が行う安全管理  
3 ④機械設備の安全対策  
4 ⑤⑥安全点検と安全対策  
5 ⑦作業者の安全対策  
6 ⑧作業方法の改善  
7 ⑨作業環境や職場の改善  
8 ⑩セーフティ・アセスメントの基本  
9 ⑪機械のセーフティ・アセスメント、危険要因の特定  
10 ⑫製品設計の安全  
11 ⑬基本安全規格（A規格）  
12 ⑭グループ安全規格（B規格）  
13 ⑮安全衛生に関する認証  
14 ⑯安全に関する規約・規格・認証  
 

評価方法 出席状況と課題、期末テストの総合評価が60点以上で合格とする。 

教科書及び参考書 
教科書： 講義レジュメを配付する。 
参考書： 木村嘉勝：[改訂]図解よくわかる労働安全衛生法、労働調査会、平成22年改訂版 

安全上の注意事項 講義のため、特になし。 



主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ 

受講要件※ 特になし。 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程        
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

電気制御システム実習 
(Practice of Electrical Control 

 System) 

2単位 

(108H) 
平原  英明 

小林 孝行 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 これまで学んできた電子回路技術（アナログ、ディジタル）、パワーエレクトロニクス技術、制御理論、マイコン等の知識を用いれば、実際の制 

       御システムを構築することが可能である。 

       本実習では、制御システムをどのように設計し、設計したシステムをどのような形でハードウェアとソフトウェアで実現すればよいか、その方法 

       について学び、実際の制御システムが構築できるようになることを目的とする。 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 制御システムのモデリングができる。 

2. 制御系設計解析ツールを用いて、制御システムの設計や解析ができる。 

3. 設計した制御器をディジタル計算機（マイコン等）に実装できる。 

4. 電力変換器（チョッパ、インバータ等）の制御ができる。 

5. 設計した制御システムの検証および評価ができる。 

 
授業計画 備考 

1 

ガイダンス（シラバスの提示と安全作業法） 

１．マイコン制御実習 

 （1） 開発環境（マイコンボード、開発ツール） 

講義・演習 

2  （2） I/O制御（SW、LED等） 講義・演習 

3  （3） 割り込み制御（外部割り込み、タイマ割り込み） 講義・演習 

4  （4） PWM制御 講義・演習 

5  （5） LCD制御 講義・演習 

6  （6） 総合演習 講義・演習 

7 
2．制御システムのモデリング 

 （1）制御対象の数式モデル  （2）数式モデルの伝達関数表現  （3）制御システムのブロック線図 

講義・演習 

8 
3．制御系設計解析ツール 

 （1）MATLAB 
講義・演習 

9  （2）Simulink 講義・演習 

10 
4．制御器の設計 

 （1）PID制御器  （2）極配置法による設計 
講義・演習 

11  （3）シミュレーションによる評価 講義・演習 

12 
5．制御器の離散化 

 （1）サンプラ・ホールド  （2）ｚ変換  （3）差分方程式（後退差分、双一次変換） 
講義・演習 

13 

6．制御器の実装 

 （1）ディジタル計算機（マイコン等）  （2）入出力インターフェース（スイッチ、LCD、センサ等） 

 （3）電力変換器（チョッパ、インバータ等） 

講義・演習 

14 
7．制御実験と評価 

 （1）実機による制御実験  （2）制御特性の評価 
講義・演習 

15 
8．電気制御システム演習課題 

 （1）電気制御システム演習課題① 
演習 



授業計画 備考 

16  （2）電気制御システム演習課題② 演習 

17 
9．演習課題レポート 

 （1）課題レポート作成① 
試験 

18  （2）課題レポート作成② 試験 

 

評価方法 マイコン制御実習レポート（40％）、電気制御システム演習課題レポート（60％） 

教科書及び参考書 講師作成テキスト：電気制御システム実習指導書 

主な使用機器等 
パソコン、マイコン実習装置、電力変換回路（チョッパ、インバータ等）、各種センサ、制御システム装置（モータ等） 

※レポート用紙、グラフ用紙（方眼A4）、直線定規および曲線定規、関数電卓を毎週持参すること。 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程       
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

電気専攻 

総合システム実習 
（General practice of  

electrical system） 

 3単位 

(162H) 
    卒業研究配属先 

    担任 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次前・後期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

【目的】 各ユニットにおける専門的な実習、および2年生の電気工学応用実験に対するTAとして、下級生の実験および報告書作成を指導すること 

       で、自身の技術力、実践力、およびティーチングスキルの向上を目的とする。 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

 所属するユニットが実施している研究の詳細を説明できる。TAにおいては、対象学生に対し、安全かつ理解しやすいように教えることができる。 

 
授業計画 備考 

1 オリエンテーション  

2 TA に関する説明、および資料準備  

3 実験指導方法の検討、実験指針の作成  

4 専門的な実習の実施  

5 TA の実施および専門知識の修得（1）  

6 TA の実施および専門知識の修得（2）  

7 TA の実施および専門知識の修得（3）  

8 TA の実施および専門知識の修得（4）  

9 TA の実施および専門知識の修得（5）  

10 TA の実施および専門知識の修得（6）  

11 TA の実施および専門知識の修得（7）  

12 TA の実施および専門知識の修得（8）  

13 TA の実施および専門知識の修得（9）  

14 TA の実施および専門知識の修得（10）  

15 TA の実施および専門知識の修得（11）  

16 TA の実施および専門知識の修得（12）  

17 関連研究の調査、現有知識の自己評価  

18 総括  

 

評価方法 TAへ取り組む姿勢および専門知識の習得に対し評価する。 

教科書及び参考書 
教科書：特になし 

参考書：各ユニット保管の卒業論文 

主な使用機器等 各ユニット保有の機器 

その他  
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